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助を作っていた。しかし、昭和57
年に国の基準に合わなくなり、陀
羅尼助の製造を中止。その時、当
麻町から、当麻の伝統なので、製
造を止めても販売だけは続けてほ
しいと要望があった。現在は一番
製造方法が近い洞川から仕入れて
いる。販売前には、必ずお堂に運
び、お護摩を焚き、陀羅尼をお唱
えしている。

心身への施薬
　陀羅尼を唱え、薬に功徳を込め
る。陀羅尼助が1300年残っている
ということは、薬効の成分が身体
にも、精神的にも効くとの思いが
心にも効いている。このことが、
お寺で薬が残ってきたということ。
　平安時代、嵯峨天皇が病気に
なった際、弘法大師様がご祈祷さ
れた。祈祷後は、症状に応じた薬
を与えられ治療されたそうです。
祈祷が心に、そして薬が身体に効
果がある。これが正に、心身への
施薬になるということ。
　「病は気から」というように、
気からの病気ならば気から治さな
ければ病を根本から治すことは出
来ない。薬効の成分だけではな
く、祈祷や陀羅尼助に込められた
陀羅尼は、病気平癒に対する信念
を促すものだと思います。

中将姫
　中将姫様は藤原豊成の娘で、幼
少より観音様を深く信仰されてい
た。５歳の時に実母と死に別れ、
その後継母に嫉妬され、命を狙わ

「中将湯」があり、後に東京で販
売を始めた。
　「中将湯」は婦人薬だったが、
社員が製造過程で出た薬草の残り
屑を持ち帰り、お風呂に入れてみ
たところ、香りも良く、肌の調子
も良く、そして体が温まった。こ
れがきっかけで、日本で最初の入
浴剤としての「くすり湯中将湯」
が出来た。
　その後、「バスクリン」など
様々な入浴剤が研究販売された
が、やはり、原点である生薬で作
られた「中将湯」に戻るべきだ
と、薬効のある成分だけの「バス
ハーブ」を作られた。
　心身への施薬というのは、香り
でも心、身体を癒されます。この
由来が「中将湯」なのだと思って
いただき、當麻寺、中将姫様、そ
して陀羅尼助のことを思い出して
いただければ有難いと思います。

れるようになった。その後、宇陀
の雲雀山に捨てられ隠棲生活され
ていた。しかし継母を恨むこともな�
く、お寺で一番大事にしている
「称賛浄土経」を一千巻お写経
された。そしてある日、二上山に
夕陽が沈む空に、阿弥陀仏が浮か
び、空一面に極楽浄土の姿を見ら
れた。そしてその光景に心を奪わ
れ導かれるように當麻寺に入山さ
れた。この光景を現し織り上げたの
が、国宝で本尊の當麻曼荼羅です。

中将湯の歴史
　中将姫様が雲雀山での隠棲生活
の際に、お世話になったのが、ツ
ムラ順天堂の創業者である津村重
舎の母方の実家・藤村家。そして
津村家と交流が始まった。津村家
には、中将姫様が當麻寺で知識を
学び庶民に施していた薬草の薬
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ていたが、この火災の為、出場を
辞退した。しかし新聞に「折れた
スキーで完走・敢闘の北選手に絶
賛」という記事が出て驚いた。そ
して替玉事件だと取り扱われ、勤
労者の全国大会の予選で、好成績
で優勝をしたが、出場を止められ
た。
　納得がいかず悲しんでいたとこ
ろ、当時、奈良市体育協会の堀雄
一会長や、奈良県体育協会会長、
日本陸上競技連盟副会長で、県会
議長の藤枝昭英氏、そして、東京
都知事、日本体育協会会長もされ
ていた東龍太郎氏から激励を頂い
た。この大先輩方は非常に陸上競
技に対して情熱を持っておられ、
スポーツを極めた方々。事件に巻
き込まれたが、大先輩方に出会う
機会に巡り合えたことを誇りにし
てきました。
　そして東氏著書の「スポーツと

　陀羅尼助は、役行者様が作った
日本で最古の薬だといわれてい
る。元々は、お寺で施薬を行われ
ていて、薬とお寺は所縁が深い。
　厳しい自然の中での山岳修行で
は、常に怪我や病気がつきもの。
その対処に薬草の知識は不可欠
だった。薬の知識は、山で修行す
る者から深まり、そして一般の方
にも広まったのがこの陀羅尼助で
す。

共に」には、スポーツは単なる遊
びではなく、闘争でもない、閑人
の時間つぶしや人を喜ばせる興
行物でもない、『スポーツは人を
つくる』、これが信条である。ス
ポーツは社会生活を営むための基
本であって、スポーツをする人を
増やすことで社会は良くなる。そ
して人づくりに繋がる、とある。
とても心に響き、非常に勉強にな
りました。
　
健康づくりのためのスポーツ
　千葉大学の多胡教授が書かれた
頭の体操の本に「50、60は鼻たれ
小僧、70、80花盛り」とある。
これからの人生は100の時代が来
る、健康で長生きする努力をしな
ければいけない。第二の人生をこ
こに焦点を置いて、特に健康を大
事にしなければいけない、と教え

陀羅尼助の由来
　「陀羅尼」はインドの昔の言葉
「梵語」で、仏さまにお唱えする
供養の真言のこと。
　陀羅尼助の由来には諸説ある。
その一つ、修行中、「陀羅尼」を
何千遍何万遍唱える。唱えていれ
ば眠くなってしまう。お坊さん
は、常に陀羅尼助を袂に入れてお
り、陀羅尼助を口に含むと、苦く
て目が覚める。ここからこの名前
が付いた。俗説ではあるが、広辞

られた。
　長野県高森町では「ＰＰＫ（ピ
ンピンコロリ）運動」の取り組み
をされ、寝たきりや痴呆になる方
が非常に少なくなった。人生が直
角で終わる、ダラダラと生きず、
ということ。
　改めて第２の人生を生きるため
に、マスターズ陸上競技に参加す
る気持ちになり続けてきた。
生理学の中に「使わない筋肉は衰
える、使い過ぎると壊れる、適度
に使えば強くなる」という『ルー
の法則』がある。運動によって蘇
らすことが大事なことです。
　私は『歳をとるのは仕方がな
い、しかし年寄りには見られたく
ない、言われたくない、いつまで
も若々しくいたいからスポーツを
続けよう。そして、人生の結びは
ＰＰＫ』というのが信条です。

苑にも書いてある。
　當麻寺では、薬草を煮詰めて炊
く際に、陀羅尼を唱えて作るので
「陀羅尼助」だと伝わっている。
これは宗教的な意味合いで、陀羅
尼の功徳を薬に込めるというこ
と。これが1300年間受け継がれて
いた。
　寺内には、役行者様が作った
という釜、水を清められた井戸
が残っている。一番水が澄んで
いる大寒の時期に井戸から水を汲
み、薬草を炊き、一年分の陀羅尼

心身への施薬
～役行者の『陀羅尼助』と中将姫の『中将湯』～

當麻寺中之坊院主の松村師
　火曜午餐会・９月第２例会は17日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に當麻寺中
之坊院主の松村實昭師を招き「心身への施薬～役行者の『陀羅尼助』と中将姫の『中将湯』～」
をテーマに語って頂いた。松村師は陀羅尼助について「陀羅尼を唱え、薬に功徳を込める。陀羅
尼助が1300年残っているということは、薬効の成分が身体にも、精神的にも効くとの思いが心に
も効いている」と語った。講演要旨は次の通り。


